
 

堅信受領者総会にむけて 

 

少し遅くなりましたが、明けましておめでとうござい

ます。本年もよろしくお願いいたします。今年も、復活

教会が、広島の地で神さまの存在を知らせる器とし

て用いられるよう、神さまの導きを祈りながら、皆さん

と生活していければと思います。どうぞ、よろしくお願

いいたします。 

既に公示済みですが、２月５日（日）の堅信者総会

が行われます。日本聖公会では、長く受聖餐者総会

と呼ばれてきましたが２０１７年から、堅信受領者とい

う呼び名に変えられています。日本聖公会では、草

創期から「堅信を受けた者は陪餐を受けることができ

る」という陪餐理解をしてきました。しかし、祈祷書に

よれば「キリストかがすべての人の救いのために福音

のうちに自ら定められた聖奠は何ですか」という問い

に対して「洗礼と聖餐です」と答え、 この両者のみを

「救いに必要な聖奠」としています(P.262-263)。 

つまり、救いに必要な洗礼を受けたにも拘らず、陪餐

に与れないことが課題となっていました。同時に、礼

拝学の研究の進捗により、「堅信式を受けることが、

陪餐のための条件である」という、従来の理解以外の

可能性が認められ、近年世界の多くの聖公会でも、

堅信前の陪餐が可能になるよう改訂がなされてきて

います。 一方で、従来の法規によれば「受聖餐者」と

いうのは「主教から按手を受け、陪餐した者」のことを

指しました。また、「受聖餐者総会は、牧師および満１

６才以上の現在受聖餐者（教籍を有する教会で１年

に２回以上陪餐している者）で組織する」とされてい

ました。つまり、堅信前に陪餐を受けられる可能性が 

 

出てきましたが、総会の出席条件の一つは「堅信者」

であることに変わりはありませんので、従来の言葉で

は矛盾が生じてしまうのです。そこで、日本聖公会で

は２０１６年の管区総会において「現在受聖餐者」とい

う呼称を「現在堅信受領者」に変更することが決議さ

れました。調べてみると、広島復活教会でも２０１７年

の総会において「受聖餐者」が「堅信受領者」という

名称に変わることが承認されておりましたので、今年

から「堅信受領者」という名称を用いさせていただい

ています。 

話は戻りますが、日本聖公会法規をみると「堅信受

領者総会は、教会の運営に関する事項について決定

する」と記されています。つまり、私たちの教会がこれ

からどのように運営されていくかを決定する最高決

定機関が「堅信受領者総会」となります。ちなみに、

「教会委員会は、牧師のもとで、教会の運営に必要な

事務をつかさどる」と記されています。つまり、教会の

運営は毎月総会を開催し、皆でその都度方向性を決

めていくのが理想とされているということです。しか

し、現実的にはそのようなことは不可能なため、総会

が開かれない間の決定を行うのが教会委員会という

理解です。したがって、教会委員会は信徒一人ひとり

の声を聞いていく、教会の運営に必要なことを決めて

いくことが求められていると言えます。教会はあくま

で信徒全員の意志によって運営され、教会委員はそ

の調整役とも言えるでしょう。 

２０２３年の総会に、多くの方が出席してほしいと思

います。何故なら、復活教会の行く末を決める最も重

要な会議だからです。時には、意見の相違が起こるこ

ともあるでしょう。全員が納得のいく結論が出ないか
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もしれません。それでも、復活教会が神さまを伝える

存在になっていくためには、時には必要な議論もある

のではないでしょうか。一人でも多くの方の意見が必

要と思います。これまで教会を守ってきた方、最近教

会の交わりに加わってくださった方、「現在堅信受領

者」には、在籍年数や性別などが条件になっていませ

ん。そうであるならば、一人でも多くの方の率直な意

見が交わせられる場になることが求められていると思

います。どうぞ、皆さんよろしくお願いいたします。 

尚、「現在堅信受領者」でなくても、総会に出席した

いというお考えの方は、是非お声かけください。議決

権はありませんが、陪席してくださればと思います。

総会資料も準備させていただきます。 

礼拝時の受信機購入 

 これまでも「説教が聞こえない」という声をお聞きし

てきました。マイクを変更したり、スピーカーの音量を

調整してみましたが、コロナ禍で窓を開けていたり、

パーテーションを設置しているため、なかなか解決策

が見つからない状況でした。今回、信徒さんからの提

案によって、受信機を購入しました。ヘッドホンをつけ

れば、マイクからの音が直接聞けるようになっていま

す。既に何名かの方に礼拝中に使用していただきま

したが、「とてもよく聞こえる」との感想をいただいて

います。複数台同時に使用できますので、使用された

い方は遠慮なさらずにお声かけください。受付の台

のところに置いておこうと思いますが、使用方法など

は、牧師にお声かけください。私以外にも、数名のサ

ポートできる方がおりますので、一緒に方法をお伝え

したいと思います。 

教会掃除について 

昨秋より、朝９時３０分より行なっています。１階か

ら掃除を行なっていきたいと思います。人数の少ない

日は２階まで手が回っていないかもしれません。礼拝

後にお声かけすることもあるかと思いますが、ご協力

のほどよろしくお願いいたします。尚、聖モニカ礼拝

堂の掃除は、ガールスカウトの皆さんが行なってくだ

さっています。 

大斎節を迎えるにあたって 

 今年も大斎始日に、棕櫚の十字架を灰にしたものを

用いて礼拝を行います。少し早いですが、１月２９日

（日）から昨年のものを集めたいと思います。２月１９

日の礼拝後に灰にする予定です。ご協力よろしくお

願いいたします。 

大斎始日礼拝案内 

２月２２日（水） ７：００〜、１０：３０〜 

牧師予定 

２月７日（火）〜１３日（月）までの間、台湾で開催され

る「聖公会東アジア礼拝ネットワーク（A L N E A）」

の総会に出席のため、教会を留守にします。
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